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カナダから見た未来予測
私が博士課程学生としてカナダで暮らした1987-90年
当時、折りたたみ式のベンチやテーブルなどのアウ トド
ア製品がよく売れており、「身体だけでなく買うモノもバ
カでかい！ と感心したものでした。ところが、10年く
らい前からカナダでよく見たアウ トドア製品を日本でも
良く目にするようになり、やっぱり、日本は欧米を10年
遅れくらいで追いかけているのかなと思いました。でも、
だとすると、他にも当時のカナダにあって日本になかっ
たものが日本でも普通に見られるようになるんじゃ…。
日本では、学生といえば二十歳前後とほぼ相場が決まっ
ていますが、カナダでは一度社会人となってからの学び直
し学生が結構多く、図書館で抱えきれないほどの本を持ち、
大丈夫だろうかと心配になった(そ う若くはない)妊婦学
生や、もう帰った方がいいんじゃないかという真夜中まで
勉強している高齢の学生を目にしました。ウン、きっとこ
ういう時代が日本にも来るな…。これが10年ほど前、レ
ジャー用品売り場で立てた未来予測でした。
現在、まだまだ 「予想通り」とは参りませんが、福井
大学でも市民受講生をよく見かけるようになりました。
私が担当する 「地球環境工学」も、いかめしい科目名に
もめげずに、毎年2名程度の方が受講されています。
循環型人生はいかが?
学ぶ時間も能力もある学生時代には学ばず、社会へ出
て学ぶ必要性を感 じた時には余裕もなく…。これが豊か
なニッポンでの一般的人生ではないで しょうか。私の場
合は、大学院修士課程を出てから企業で働き、その後、
カナダの大学に留学しました。その時の授業や研究の面
白かったことと言ったら、日本で経験 した学生生活から
は想像もつきませんで した。やはり、学ぶかどうかは、
本人の気持ち次第だということでしょう。
帰国して数年後、ラジオ番組で 「アメリカではCyclic
に生きる」などということが言われているということを
耳にしました。もちろん、キャリアアップという背景も
あるので しょうが、必要になったときに大学に入り直し
て必要な知識 ・能力を身に付け、再び社会へ出て行く。
自分自身の経験から言っても、社会人を経験してから大
学で学ぶというのは、学ぶ楽 しさを再発見できる貴重な
体験だと思います。
大学というのは社会の雑事から逃れるアジール(避 難
所)で もあります。人生に疲れたら、あるいは、知的欠
乏感を覚えたら大学で学問に集中してリフレッシュ。そ
んなゴージャスな循環型人生も将来、珍 しくなくなるか
もしれませんね。
学びへの情熱(パ ッション)
将来に対する投資 としての勉強をするというのは、
分かりやすい動機です。でも、市民受講生の皆さんは、
必ずしもそんな動機で受講されているのではないと思
います。
「今まで道楽の限りを尽くしてきたけれど、学問ほど面白
いものはない」と言ったという本居宣長の弟子の例を引
くまでもなく、知りたいという気持ちは人間の基本的な
欲求です。そもそも、私自身が大学教員に転職したのも
カナダでの知的快楽に溺れた結果だとも言えます。
学問は、膨大な時間と献身を要求 します。これって、
わがままな恋人に似ていませんか。情熱なしには、学問
とも恋人ともつき合いきれません。情熱にあたる英語に
はパ ッションという言葉がありますが、不思議なことに
パッションには 「受難」という意味もあります。その受
難を越える力、それこそ愛なのではないでしょうか。あ
なたのことを知 りたいという永遠の問いかけ。それが学
問というものではないでしょうか。
アマチュアという言葉は、ラテン語の 「愛する」に由
来するそうです。学問の前では、みんなアマチュアだと
思います。そ して、学問のようにワクワクする営みを二
十歳前後の若者に独占させていいワケがありません。「恋
人」の方はむやみに入れ込むと家庭の崩壊を招きかねま
せんが、幸いなことに 「学問」はそんな問題も起こしま
せんしね。
4 Center for Interdisciplinary Studies,University of Fukui
